
4 令和 7年度 川北町立川北小学校 学校評価計画
備考

三担当 :教ユ負
評価方法 :教職員アンケート
実施時期 :7月 、12月

王 丁日当 :敦顕

評価方法 :教職員アンケート
実施時期 :7月 、12月

三子日当:研究主任
評価方法 :教職員アンケート

道徳アンケート
実施時期 :4月 、7月、12月

主芋白当 :教務主任 字力担
当
評価方法
実施時期

得点集計
7月、12月

主担当:生徒指導主写
評価方法 :児童アンケート
実施時期 :7月 、12月

主担当:道偲教育推進教師
評価方法 :道徳アンケート
実施時期 :4月 、7月、12月

主担当 :保健主事 体育担
当
評価方法 :児童アンケート

涙1定結果 12月
実施時期 :7月 、12月

主子H当 :休促主事 憂護孜
諭
評価方法 :アウトメデイアの取
り組み用紙
実施時期 :5712月

三担当 :キヤリア教育子日当
評価方法 :児童アンケート
実施時期 :7月 、12月

主担当:教頭
評価方法 :保護者アンケート

教職員アンケート
実施時期 :7月 、12月

達成度判断基準

字方向上ロードマップや学校評価に基
づいて組織的主体的に分事業務に取
り組み、報告 連絡 相談を密にし、
チームで迅速に対応しているかをアン
ケート等で検証し、具体的な改善を進
めている数師の割合が
A:90%以 上
B:85%以上
C:80%以 上
D:80%未満

がつたと感じてし
A:90%以 上
B:85%以上
C:80%以上
D:80%未満

完間の工夫や、対話を通して学びを深める
手立ての工夫をとることで、ねらしЧこせまる摂
業づくりに取り組んでいると回答した教師の割
合
A35%以 上
B80%以上
C75%以 上
D75%未満

友達の
新しい

昇数の単元末テスト知技+思判表が
80点 (達成率80%)以 上の児童の割
合が、クラスの80%を超えるクラスの割
合(全7クラス)
A:5クラス
B:4クラス
C:3クラス
D:3クラス未満

児童アンケートのIたてわり′古動や行事
では、56年生はリーダーとして、他の
学年はグループの人と協力して取り組
んでいる。」と回答した児童の割合
A:90%以 上
B:85%以 上
C:80%以 上
D:80%未 満

児望アンケートで1目 分の決めた目保
に向かって、最後まで頑張ろうとしてい
る。」「みんなで協力し合つて、よりよい

学級や学校をつくるうとしている。」と回
答した児童の割合
A:90%以 上
B:85%以 上
Ct80%以 上
D:80%未 満

んで取り組んでいる」と回答した児童の割合
A:90%以上
B:80%以上
C:70%以上
D:70%未満

※令和6年度「反復横跳び」の県平均記録
を超える児童(4～ 6年生)の割合

「寝る1時間前にはメディアをやめる」を
基本に、各家庭ルールを作成し、かつ

守ることができている割合
ABO%以上
B:70%
Cむ0%
D160%未 満

※各取組期間に目標を達成した児童
の割合

写間Z回以上ゲストティーチャーを清
用した際に、「ゲストティーチャーとの学
習や活動は地域のよさを知ることや将
来の夢や目標をもつために役に立つ」
と回答した児童の割合
Aお 0%以上
骰70%
C:60%
臥60%未満

ホームページを更新したり、各種たより
を出したり、クラスルームでクラスの様
子を伝えたりすることで、「家庭への情
報の提供が積極的に行われている」と

回答した保護者の割合が
A:90%以 上
B:85%以 上
C:80%以 上
D:80%未満

評価指標

努 力指標 】

学力向上国―ドマップや学校評価
に基づき、全職員が学校経営方針
の具現化に向け、組織的主体的に
学校運営に携わつて取組の検証
改善を進め、報告 連絡 相談を密
にし、チームで迅速に対応してい
る。

【滴足度指標】
O」 Tの活用や運営会議の学校改
善の話し合いを行うことで、若手
主任の人材育成を行つている。何
のために取組を行うかを話し合い、
業務内容を見える化し、各部が違
携しながら進めることで、業務改善
を行つている。

【努力指標】
教師は「ねらいにせまる授業構想と
発間の工夫」「対話を通して学びを
深める手立ての正夫」「構造的な
板書の工夫」を柱に、授業設計の
工夫をしている。

【厩呆彊保】
児童は各単元の学習内容が定着
している。

【澗足反指標】
安心 安全な学校生活を送り,学
校生活が楽しいと感じている。
学級に児童の居場所があり,一人
一人が学校生活に満足している。

【成果指標】
児童は授業や学校生活の中で研
究主題を意識し、道徳的心情を伸
ばそうとしている。また教職員も研
究主題を意識して指導にあたって
いる。

【成果指標】
反復横ワLびの記録を伸ばすため
に、各学期の旬間の内容を進んで
取り組もうとしている。

【成果指標】
各取り組み期間で家族と共に決め
たアウトメディアの目標を達成でき
ている。

【満足度指標】
ゲストティーチャーを活用した授業
を通して、児童が学びを深め夢や
目標をもっている。

【成果指楳】
学校運営協議会や関係者評価委
員会で学校の様子や学校運営に
ついて説明したり、担任や担当が各
種たよりや学校ホームページやしN
Eで積極的に発信し、家庭への情
報の提供が積極的に行われてい
る。

具体的取り組み
四部会と運営会議と職員会議を密
接に連携させ、報告 連絡 相談を
密にし、チームで迅速に対応できる
組織的主体的な取組と学校評価を
生かした体制づくりを行う。定期的
な検証 改善を行うために、運営会
議等で学力向上回―ドマップや学校
評価の結果をもとに改善策を共有
するとともに、実施後のアンケート等
でさらなる検証 改善を行う。

月一回のO」 Tの活用及び運営会議
の学校改善の話し合いの中で若手
や主任の人材育成を行う。また、
様々な取組の意義を共通理解し、
業務内容を見える化し、見通しを
もって、各部会が連携しながら業務
を進めることで、効率化を図る。

児童が主体的に学びに向か
い、考えを深め合い、自己を見
つめ直すことのできる授業改善
のため、校内研修や研究授業
等で共通理解や共通実践を1養
み重ねる。

各早元の字習内容を確実に身
につけさせるために、本時の目
標で貫かれた授業を実践す
る。

自治的活動を通して,心理的
安全性の高い,互いを認め合
う学級づくりを進める。児童会
たてわり活動を通して主体性
協働性を育成する。日々のあ
いさつや 相手を思いやる言葉
遣しЧこよる人間関係づくりを進
める。

児童の這徳的心情を養うため
に、学校研究主題「主体的に
学び、深め合い、自己を見つめ
直す子の育成」を意識した道
徳の授業と学校行事を関連づ
けて指導する。

スポーツテストの絡呆から、反
復横跳びに着目し、体力づくり
1校 1プランの取組を通して、
体力の向上を図る。

生消を見巨したり、メディアを便
う時間をうまくコントロールしたり
する力を養うために、アウトメデ
イアの取り組みで、家族と決め
た目標の達成をめざした取り組
みを行う。

地域のよさを知り、児童が夢や
目標をもつキャリア教育を充実
させるために、各教科(道徳を
含む)、 総合的な学習の時間
や特別活動で年間2回以上ゲ
ストティーチャーを活用した授
業を行う。

字校運冨協議会や字校関係
者評価委員の意見を取り入れ
た改善を積極的に進めるととも
に、各種たよりや学校ホーム
ページやL NE等による教育活
動の発信を充実させる。

評価項目(◎重点)

く字力向上ロードマップに基づく組織的実践
と学校評価を生かした体制の充実>
主任を中心に各組織がPDCAサイ
クルを機能させ、連携し取り組む組
織
・目標達成に向けた教育活動
◎定期的な検証、改善の確実な
実施(PDCA)

<

危ヽ こよる

<進んで学びに向かう児童の育成
>
・学びの楽しさを味わう授業
・対話的で深い学びの実現
◎主体的・対話的で深い学びを通
した目標達成につながる授業改善
の推進。

<基礎的‐基本的な知識・技能の
確実な習得>

◎つけたい力を明確にした授業実践
・パワーアップタイムの有効活用
家庭と連携した学習習慣の確立

く辛せな学校、学級づくり>
◎生徒指導の4つの視点を生かした積
極的な生徒指導
・安心、安全な学校、学級 互いを認め
合う風土
児童会活動や縦割り活動による主体
性・協働性の育成と温かな人間関係づ
くり
明るいあいさつや思いやりのある言葉
遣い

<道徳授業を中心に教育活動
全般を通して道徳性を育成>
◎教育活動全般にわたっての重
点目標の意識化。
学校研究、道徳授業の充実
様々な教育活動で道徳性を育成

<体力・運動能力の向上>
◎スポーツテスHこよる課題の克
服を通した健やかな体の育成。
目標に向かつて、主体的に体力づ
くりに励む児童の育成

<健康教育の充実>
～望ましい生活習慣の確立～
心身の健康を重点とした保健指
導の推進。
◎家庭と連携した早寝、早起き、メ
ディアの時間の取組。
十分な睡眠、メディアとの付き合い方
の啓発

<地域人材の活用による
キヤリア教育の充実 >
◎各教科、総合的な学習の時間等に
よる積極的なゲストティーチャーの招
聘。
地域人材を生かした心、るさと教育の推
進。
家庭 地域との連携の推進(学校運営
協議会 :コミュニティスクール)

<情報の収集と発信の充実>
学校評価委員会等のご意見によ
る学校改善の推進
◎積極的な情報の発信・公開 (学
校HP、 各種たより、学校メール、ク
ラスルーム)
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